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地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な

雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、「
農
林
水

産
物
直
売
所
設
置
支
援
事
業
」を

創
設
し
、
地
場
農
林
水
産
物
の
販

売
・
加
工
の
た
め
の
拠
点
整
備
を

支
援
す
る
ほ
か
、
農
地
現
状
調
査

事
業
を
実
施
し
、
空
き
農
地
・
耕

作
放
棄
地
の
基
礎
的
情
報
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
行
い
、
新
規
就
農

希
望
者
等
へ
の
情
報
提
供
を
図
る

な
ど
、
農
地
の
有
効
利
用
を
推
進

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
塩
を
活
か
し
た
商
品

の
開
発
や
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
な
ど
を
行
う「
赤
穂
ブ

ラ
ン
ド
推
進
事
業
」を
創
設
し
、
地

域
産
業
の
競
争
力
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
急

速
な
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
は
、
本
市
へ
移
住
・
定

住
を
希
望
す
る
方
へ
の
支
援
体
制

の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
既
存
の
定
住
支
援

推
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す

る
ほ
か
、
新
た
に「
お
試
し
暮

ら
し
住
宅
事
業
」や「
移
住
体
験

バ
ス
ツ
ア
ー
」を
実
施
す
る
な

ど
、
移
住
・
定
住
促
進
を
拡
充
し 

ま
す
。

　
ま
た
、「
新
規
学
卒
者
雇
用
奨
励

金
交
付
事
業
」を
創
設
し
、
雇
用
を

通
じ
た
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
の

促
進
や
、
本
市
で
の
企
業
の
拠
点

強
化
を
図
る
た
め
、
本
社
機
能
の

立
地
支
援
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
特
典

品
を
拡
充
し
、
地
場
産
品
を
通
じ

て
赤
穂
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
等
で
の
市
内
へ
の
宿
泊
を
促

進
す
る
た
め
、
宿
泊
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
観
光
客
お
も
て
な
し

事
業
の
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ

の
対
応
を
は
じ
め
と
す
る
赤
穂
観

光
協
会
事
業
補
助
を
通
じ
て
、
本

市
の
観
光
資
源
の
有
効
活
用
と
Ｐ

Ｒ
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
も
人
口
は
右
肩
下
が
り
と

言
わ
れ
る
中
、
早
い
段
階
で
合
計

特
殊
出
生
率
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と

が
人
口
減
少
を
緩
和
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
た
め
、
仕
事
と
子
育
て

が
両
立
で
き
る
雇
用
環
境
づ
く
り

な
ど
を
通
じ
て
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
し
ま
す

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
り
ま
す

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
ま
す

「人が輝き 自然と歴史・文化が
薫る やさしいまち」を目指して

　平成28年第１回赤穂市議会定例会に
おいて、新年度予算案をはじめとする
諸議案が成立しました。２月24日に明
石市長が表明した施政方針に沿って、
主要な施策の大要と予算のあらましに
ついてお知らせします。

　私は、市長に就任以
来１年余りを経過いた
しましたが、この間議
員各位をはじめ多くの
市民の皆さまのご指導
をいただきながら、市
政のさらなる発展を目
指して、全力を傾注し
てまいりました。

　特に、市政運営にあたりましては、「少子高齢化・
人口減少社会に対応するまちづくり」、「にぎわいと
活力のあるまちづくり」、「安全・安心に生活できる
まちづくり」を基本に、時代の変化に即応し、スピー
ド感をもった行政を推進するとともに、市民の皆さ
まとの対話を通じて開かれた市政を積極的に推進
するため、「まちづくり市長懇談会」をスタートさせ
るなど、市民本位の市政運営に取り組んでいるとこ
ろであります。
　さて、国におきましては、人口減少に歯止めをか
け、地方経済の縮小を克服すべく、まち・ひと・し

ごと創生総合戦略を策定し、地方に「しごと」をつ
くり「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を
呼び込む好循環を生み出す取組が進められており 
ます。
　こうした中、本市におきましても、地域を維持・
活性化させていくために、山積する課題に対してど
れだけの知恵を出せるのか、そして勇気と決断を
もって新たな挑戦ができるのかが試される、重要な
局面を迎えているところであります。
　このため、今後の市政運営にあたりましては、引
き続き市民の皆さまとの対話と交流による市民本
位の市政の推進に努めながら、「信念と情熱」「誠実
と信頼」「創造と改革」を信条に、総合計画の都市像
である「人が輝き 自然と歴史・文化が薫る やさし
いまち」の実現に向けて、昨年10月に策定いたしま
した「赤穂市総合戦略」に掲げる、次の４つの基本目
標に基づき、「未来へつなぐ新しい発想」によるメリ
ハリのある施策の展開を図ってまいる所存であり
ます。
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そ
こ
で
、
第
３
子
い
き
い
き
子

育
て
応
援
事
業
や
幼
稚
園
、
保
育

所
保
育
料
の
10
％
軽
減
を
引
き
続

き
実
施
す
る
ほ
か
、
児
童
手
当
を

拡
充
し
た「
中
学
生
第
３
子
手
当

支
給
事
業
」や
、
医
療
費
自
己
負

担
額
の
軽
減
を
図
る
た
め「
高
校

生
等
医
療
費
助
成
制
度
」を
創
設

す
る
と
と
も
に
、
赤
穂
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
で
の「
乳
幼
児
一
時
預

か
り
事
業
」や
公
立
幼
稚
園
で
の

３
歳
児
保
育
の
実
施
に
向
け
た
調

査
研
究
に
取
り
組
む
な
ど
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
広
域
に
よ
る
連
携
を
さ

ら
に
充
実
す
る
と
と
も
に
、
市
内

に
お
け
る
地
域
と
地
域
が
連
携
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
な

ど
、
地
域
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
循
環
バ
ス「
ゆ

ら
の
す
け
」の
運
行
地
区
の
拡
充

や
、
新
た
に
有
年
地
区
に
お
い
て

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る

な
ど
、
交
通
の
利
便
性
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
姫
路
市
を
中
心
と
す
る

播
磨
圏
域
の
８
市
８
町
に
よ
る

「
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」に

基
づ
い
て
、
播
磨
自
治
研
修
協
議

会
職
員
研
修
や
定
住
相
談
会
へ
の

参
加
、郷
土
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
、

高
校
野
球
親
善
試
合
な
ど
の
連
携

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
赤
穂
市
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
防
災
備
蓄
倉
庫
及

び
防
災
備
蓄
物
資
の
整
備
や
耐
震

性
防
火
水
槽
の
整
備
を
実
施
し
、

防
災
・
消
防
施
設
の
充
実
強
化
に

努
め
ま
す
。

　
な
お
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
空
き
家
情
報
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
ほ
か
、
歴
史
文
化
基
本
構
想

の
策
定
や「
旧
赤
穂
上
水
道
完
成

４
０
０
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
推
進

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
、
新
年
度
の
市
政
運
営
に

あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と

主
な
事
業
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
次
に
、
市
政
推
進
に
あ
た
っ

て
の
財
政
計
画
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

　
今
日
の
我
が
国
の
経
済
は
、
緩

や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
お

り
、
先
行
き
に
つ
い
て
も
、
各
種

政
策
の
効
果
に
よ
り
雇
用
・
所
得

環
境
が
改
善
し
、
景
気
回
復
が
見

込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

新
興
国
等
の
景
気
の
下
振
れ
、
金

融
資
本
市
場
の
動
向
な
ど
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い

て
は
、「
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現

に
向
け
て
緊
急
に
実
施
す
べ
き
対

策
」を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
が

成
立
す
る
と
と
も
に
、
経
済
再
生

と
地
方
創
生
に
向
け
た
喫
緊
の
重

要
課
題
に
適
切
に
対
処
す
る
こ
と

を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
、
総

額
約
96
兆
７
千
億
円
の
平
成
28
年

度
一
般
会
計
予
算
が
編
成
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
本
市
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
型
事

業
の
完
了
に
伴
い
投
資
的
事
業
が

減
少
す
る
も
の
の
、
赤
穂
市
総
合

戦
略
に
基
づ
く
新
た
な
施
策
の
展

開
へ
の
対
応
を
図
る
中
で
、
歳
出

に
見
合
う
市
税
や
実
質
的
な
地
方

交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
伸
び

が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
基
金

を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
厳
し

い
財
政
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
有
地
の
売
却
等

を
は
じ
め
積
極
的
な
歳
入
の
確
保

を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
行
財
政

改
革
を
推
進
し
、
施
策
・
事
業
の

優
先
順
位
に
基
づ
く
選
択
と
集
中

を
行
う
中
で
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行

い
、
後
年
度
を
見
据
え
た
財
政
の

健
全
性
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
赤
穂
市
総
合
計
画
の
５

つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を

説
明
し
ま
す
。

安
心
な
く
ら
し
を
守
り
、
地

域
と
地
域
を
連
携
し
ま
す

⃝各会計別予算額
会　計　区　分 平成28年度当初予算額 平成27年度当初予算額 前年度比（％）

一 般 会 計 227億9,500万円 256億5,000万円 △ 11.1 

特

　
　
　別

　
　
　会

　
　
　計

国民健康保険事業 65億8,800万円 64億6,700万円 1.9 

職員退職手当管理 6億4,390万円 6億9,840万円 △ 7.8 

公共下水道事業 36億3,180万円 41億9,880万円 △ 13.5 

農業集落排水事業 2億9,670万円 3億920万円 △ 4.0 

墓地公園整備事業 1,200万円 1,200万円 ― 

介 護 保 険 41億5,500万円 39億6,390万円 4.8 

駐 車 場 事 業 1億2,340万円 1億2,750万円 △ 3.2 

後期高齢者医療保険 6億8,740万円 6億6,460万円 3.4 

小 計 161億3,820万円 164億4,140万円 △ 1.8 

企
業
会
計

病 院 事 業 153億8,242万円 112億6,461万円 36.6 

介護老人保健施設事業 3億9,851万円 4億9,079万円 △ 18.8 

水 道 事 業 21億1,654万円 22億1,221万円 △ 4.3 

小 計 178億9,747万円 139億6,761万円 28.1 

合　　　　計 568億3,067万円 560億5,901万円 1.4 

568億3,067万円
平成28年度当初予算額
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市税
83億7,000万円

（36.7％）

諸収入
10億7,826万円（4.7％）

繰入金
7億6,611万円（3.4%）

地方交付税
32億6,000万円

（14.3%）

市債
33億4,380万円

（14.7%）

県支出金
 11億5,886万円（5.1%）

国庫支出金
 28億5,615万円

（12.5%）

地方消費税交付金
9億2,800万円（4.1%）

地方譲与税…………………1億6,100万円 （0.7%）
配当割交付金 …………………  6,700万円 （0.3%）
株式等譲渡所得割交付金……   4,500万円 （0.2%）
自動車取得税交付金………… 4,000万円 （0.2%）
地方特例交付金 ………………  3,100万円 （0.1%）
ゴルフ場利用税交付金……… 1,600万円 （0.1%）
利子割交付金…………………  1,300万円 （0.1%）
交通安全対策特別交付金…… 1,000万円 （0.0%）

自 主
財 源
47.6％

依 存
財 源

52.4％

分担金及び負担金
1億6,592万円（0.7%）

財産収入
1億5,668万円（0.7%）

寄付金
550万円（0.0%）

使用料及び手数料
3億2,272万円（1.4%）

歳入面では、地方交付税や地方消費税交付金の増収、景気動向による市税及び各種交付金の若干の
増収が見込まれるものの、地方創生への新たな取り組みや社会保障関係経費の増加などにより、歳
出に見合う一般財源の伸びが見込めないため、引き続き厳しい財政状況であり、財政調整基金や健
康管理施設整備基金などの基金から６億 8,800 万円を繰り入れることにより財源を確保しました。

歳入総額　227億9,500万円

自主財源
市税など市が自主的に
収入できる財源

依存財源
地方交付税や市債など
自主財源以外の財源

平成28年度  一般会計予算 227億9,500万円

300億

250億

200億

150億

100億

50億

0
27年度24年度 25年度 26年度

一般会計 市税

208億
6,500

万円

83億
7,400

万円

229億
3,000

万円

84億
9,900

万円

28年度

256億
5,000

万円

83億
3,200

万円

227億
9,500

万円

83億
7,000

万円

214億
5,000

万円

84億
200
万円

入湯税 3,060万円（ 0.4%）
軽自動車税 1億870万円（ 1.3%）

市たばこ税 3億5,500万円（ 4.2％）

都市計画税 6億530万円（ 7.2％）

市民税 29億1,750万円（34.9％）

固定資産税 43億5,290万円（52.0％）

■入湯税
　鉱泉浴場における入湯にかかる税
■軽自動車税
　軽自動車等の所有者にかかる税
■都市計画税
　市街化区域内の土地・家屋にかかる税
■市民税
　個人及び法人にかかる税
■固定資産税
　土地・家屋・償却資産にかかる税

市税の内訳  総額83億7,000万円 年度別当初予算額と市税の推移

歳入 〉〉〉〉
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民生費
61億7,429万円

（27.1％）

公債費
32億3,246万円

（14.2%）

土木費
40億6,465万円

（17.8%）

衛生費
19億3,438万円
　　　（8.5%）

教育費
　27億5,021万円

（12.1%）

総務費
19億3,490万円

（8.5%）

商工費
5億9,659万円（2.6%）

消防費
11億6,222万円（5.1%）

農林水産業費
 6億6,522万円（2.9%）

議会費 2億173万円 （0.9%）
労働費 5,835万円 （0.2%）
予備費 2,000万円 （0.1%）

歳出総額
227億

9,500万円

人件費
（報酬・給料・手当等）

40億231万円
（17.6%）

公債費
（借入金の償還金）

32億3,241万円
（14.2%）

投資的経費
（道路･学校･公園などの
　建設事業に要する経費）
　52億円（22.8%）

物件費（事務に
必要な消費的経費）

28億2,978万円（12.4%）

扶助費
（社会保障制度に
基づき支出する経費）

33億7,357万円（14.8%）

繰出金
　18億462万円（7.9%）

投資・出資・貸付金
8億8,316万円（3.9%）

補助費等（各種団体・個人に
支出する補助金など）

  12億4,181万円（5.4％）

維持補修費
1億8,550万円（0.8%）

積立金
2,184万円（0.1%）
予備費
2,000万円（0.1%）

歳出総額
227億

9,500万円

歳出面では、行財政改革の推進、限られた財源の重点的・効率的な配分により後年度を見
据えた財政健全性の確保に努めるとともに、総合計画に掲げる『人が輝き 自然と歴史・文
化が薫る やさしいまち』の実現に向けて、地域活力の回復を図り、誰もが希望と誇りを持
って住み続けたいと思えるまちづくりを推し進めるための予算編成としました。

目的別内訳
各行政目的別、つまり各部課ご
との仕事の内容によって分類さ
れ、これにより各部課ごとの経
費の比重を知ることができます。

性質別内訳
経済的性質を基準として分類さ
れ、これにより経費の構造や財
政体質を知ることができます。

一般会計 460,449円

民　生　費
124,718円

土　木　費
65,294円

衛　生　費
39,084円

公　債　費
82,104円

教　育　費
55,553円

総　務　費
39,074円

特別会計･企業会計（抜粋） 687,506円

国民健康保険
133,075円

介護保険
83,929円

後期高齢者医療
13,885円

公共下水道
73,361円

病院事業
310,718円

水道事業
42,753円

消　防　費
23,476円

農林水産業費
13,437円

商　工　費
12,051円

その他
5,658円

市民ひとりあたりの予算額

1,147,955円

（平成28年２月末現在の人口49,506人で計算したものです）

歳出 〉〉〉〉
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少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
、
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の

実
現
に
向
け
、
す
べ
て
の
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
福
祉
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、
地
域
福
祉
計
画
を
見
直
す

と
と
も
に
、
地
域
で
相
互
に
助

け
合
う
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

す
る
ほ
か
、施
設
整
備
と
し
て
、

引
き
続
き
市
道
の
段
差
解
消
や

赤
穂
城
跡
公
園
内
の
園
路
改
修

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
赤

穂
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」に
基
づ
き
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
育
児
に
対
す
る
心
理
的
・

身
体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、「
乳
幼
児
一
時
預
か
り
事
業
」

の
創
設
や「
高
雄
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
」を
新
設
す
る
ほ
か
、
延

長
保
育
や
一
時
預
か
り
事
業
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
子
世
帯
等
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
第

３
子
い
き
い
き
子
育
て
応
援
事

業
や
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
及

び
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の

購
入
費
助
成
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、「
中
学
生
第
３
子
手

当
支
給
事
業
」や
、
高
校
生
等
を

対
象
に
、
入
院
医
療
に
係
る
医

療
保
険
の
自
己
負
担
を
全
額
助

成
す
る
制
度
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
や

訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
自
己

負
担
額
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
母
子
家
庭
等
へ
の
支
援
策
と

し
て
は
、
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
や
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
の
合
格
支
援
を
実
施
す

る
な
ど
、
引
き
続
き
就
業
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
障
が
い
者
福
祉
長
期
計
画

に
基
づ
き
体
系
的
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
、
介
護
給
付
や
訓
練

等
給
付
な
ど
の
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
地
域
生
活

支
援
事
業
と
し
て
意
思
疎
通
支

援
、理
解
促
進
の
た
め
の
研
修
・

啓
発
、
相
談
支
援
や
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
補
助

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
等
が
要
支
援
・
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に

よ
り
、
介
護
予
防
事
業
を
推
進

す
る
ほ
か
、
認
知
症
カ
フ
ェ
推

進
事
業
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
負
担

軽
減
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い

て
は
、
医
療
費
が
高
い
水
準
で

推
移
す
る
中
、
国
保
財
政
調
整

基
金
が
枯
渇
し
た
状
況
に
あ
る

た
め
、
一
般
会
計
か
ら
激
変
緩

和
措
置
と
し
て
特
別
繰
出
し
を

行
う
と
と
も
に
保
険
税
率
等
を

改
正
し
、
引
き
続
き
特
定
健
康

診
査
等
事
業
の
実
施
に
よ
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
対
策
を
行
う

な
ど
、
被
保
険
者
の
健
康
増
進

に
努
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

は
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
２
年
目
を
迎
え
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
等
の
実
態
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
保

険
料
の
徴
収
や
各
種
申
請
の
受

付
等
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
窓
口

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
対
策
と
し
て

は
、
新
た
に「
生
活
困
窮
者
一

時
生
活
支
援
事
業
」を
実
施
し
、

住
居
の
な
い
生
活
困
窮
者
へ
の

宿
泊
場
所
の
供
与
や
衣
食
の
提

供
等
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
文
化
の
創
造
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
人
権
問

題
を
解
消
す
る
た
め
の
教
育
・

啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
す
べ
て
の
人

の
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
構

築
に
努
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
に

生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

第
１
の
柱

お
も
い
や
り
に
満
ち
た

福
祉
社
会
の
構
築

5本の柱ごとの主要施策
「人が輝き 自然と歴史・文化が薫る やさしいまち」を実現するための市政の５つ
の柱、「安全・安心に生活できるまち」「自然と共生する住みよいまち」「産業と交流
が盛んな活力あるまち」「生涯にわたり夢を育むまち」「市民と行政がともに歩むま
ち」に沿って順次ご紹介します。
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健
康
づ
く
り
の
推
進
体
制
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
健
康
へ
の
意
識
啓
発

を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
予

防
を
目
的
と
す
る
特
定
健
康
診

査
や
胃
が
ん
を
は
じ
め
各
種
の

が
ん
検
診
を
行
う
ほ
か
、
必
要

な
方
に
は
積
極
的
支
援
・
動
機

づ
け
支
援
な
ど
の
保
健
指
導
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
女
性
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
特
定
年
齢
層
へ
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
に
加
え
、

過
去
の
未
利
用
者
へ
の
受
診
勧

奨
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
受

診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
育
児
健
康
支
援
事
業
と
し

て
、
新
た
に
発
達
障
が
い
の
子

ど
も
を
も
つ
保
護
者
を
対
象
に

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
健
康
診
査
費
へ
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
妊
婦

歯
科
健
康
診
査
及
び
新
生
児
聴

覚
検
査
に
対
す
る
助
成
を
実
施

し
ま
す
。

　
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
診

療
科
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ

り
ま
す
が
、
医
師
数
は
若
干
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
修

学
資
金
の
貸
付
効
果
等
に
よ
り

看
護
師
も
増
員
が
図
れ
る
見
込

み
で
あ
り
、
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
診
療
体
制
の
一
層
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
二
期
基
本
構
想
」

に
つ
い
て
は
、
立
体
駐
車
場
を

稼
働
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

引
き
続
き
新
棟
の
増
築
工
事
及

び
Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｃ
Ｔ
装
置
な
ど
医

療
機
器
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
増
改
築
工
事
が

完
了
し
た
た
め
、
通
所
事
業
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
台
風
や
地
震
・
津
波
な
ど
の

自
然
災
害
を
は
じ
め
、
高
齢
者

向
け
の
交
通
安
全
対
策
や
子
ど

も
の
安
全
確
保
、
消
費
生
活
の

安
全
・
安
心
対
策
な
ど
、
日
常

生
活
に
お
け
る
安
全
・
安
心
に

対
す
る
市
民
の
関
心
が
一
段
と

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
防
災

行
動
力
の
向
上
を
目
指
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
を
中
心
と
し
た
自

主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
総
合

訓
練
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
訓

練
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
避
難
場
所
で

あ
る
小
・
中
学
校
な
ど
に
防
災

備
蓄
倉
庫
等
を
整
備
す
る
ほ

か
、
引
き
続
き
災
害
時
に
お
け

る
避
難
所
機
能
を
確
保
す
る
た

め
、
小
学
校
へ
井
戸
を
設
置
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
対
策
と
し
て
、

本
市
の
耐
震
改
修
促
進
計
画
の

見
直
し
に
着
手
す
る
ほ
か
、
引

き
続
き
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事

業
、
戸
建
住
宅
の
建
て
替
え
や

防
災
ベ
ッ
ド
の
購
入
助
成
を
実

施
し
ま
す
。

　
消
防
体
制
の
充
実
強
化
に
つ

い
て
は
、
上
郡
消
防
署
の
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
、
耐
震
性
防
火
水
槽
の
整
備

な
ど
を
行
う
ほ
か
、
非
常
備
消

防
体
制
に
つ
い
て
は
、
第
14
分

団
詰
所
移
転
用
地
の
取
得
、
第

９
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

更
新
及
び
第
３
分
団
詰
所
改
修

工
事
、
ま
た
、
団
員
の
活
動
環

境
の
整
備
と
安
全
確
保
に
必

要
な
装
備
品
の
充
実
を
図
り 

ま
す
。

　
次
に
、
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
危
険
箇
所
や
通
学
路

を
中
心
に
、
防
護
柵
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
よ
る
公
共
灯
の
設

置
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
特

に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
消
費
者
対
策
と
し
て
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

て
、
引
き
続
き
消
費
生
活
相
談

員
の
配
置
や
啓
発
講
演
会
の
開

催
な
ど
、
相
談
や
啓
発
体
制
の

充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
消
費
者

協
会
と
連
携
し
、
消
費
生
活
向

上
に
向
け
た
活
動
を
推
進
し 

ま
す
。

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保
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安全・安心に生活できるまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

おもいやりに満ちた福祉社会を築く
①みんなで支え合う地域福祉を進める
★地域福祉計画策定事業� ……300万円
・地域総合援護システム推進事業�……170万円
・民間福祉活動活発化促進事業�……374万円
・福祉のまちづくり推進事業�……1,200万円
②子育てしやすい環境をつくる
・子育て支援事業� ……1億1,116万円

　 ��▽ファミリーサポートセンター事業（180
万円）  ▽アフタースクール子ども育成事
業（3,750万円） ★アフタースクール整備
事業（3,540万円）  ▽要保護児童対策地域
協議会推進事業（44万円）  ▽出産費助成
事業（1,850円） ★乳幼児一時預かり事業
（560万円）  ▽幼児2人同乗用自転車購入
助成事業（180万円）  ▽子育て情報携帯シ
ステム事業（66万円）  ▽第3子いきいき子
育て応援事業（728万円）  ▽チャイルドシ
ート購入費助成事業（100万円）  ▽子育て
家庭ショートステイ事業（16万円）  ▽絵
本文庫整備事業（12万円）  ▽キンダース
クール子ども育成事業（81万円）  ▽保育
所子育て支援機能充実事業（9万円）
・児童手当� ……8億2,000万円
★中学生第3子手当支給事業� ……305万円
・母親クラブ補助金� ……105万円
・母子家庭等就業支援事業� ……427万円
　★高等学校卒業程度認定資格合格支援外
・保育所運営費（事業経費）� ……3,385万円
・保育士確保対策事業� ……15万円
・多子世帯保育料軽減事業� ……127万円
・出会いの広場事業� ……20万円
★児童館耐震改修事業� ……270万円
・児童遊園地整備事業� ……300万円
・子育てバリアフリー化事業� ……90万円
・児童館整備事業� ……66万円
・保育所整備事業� ……500万円
③障がい者が自立しやすい環境をつくる
・自立支援給付� ……9億1,380万円
　�� ▽介護給付等支給事業（8億7,900万円）
　 ▽障害者（児）補装具給付事業（1,300万円）
　 ▽自立支援医療費支給事業（2,180万円）
・障害者（児）福祉推進事業� ……1,644万円
　�� ▽経済援護事業（1,430万円）  ▽日常生活
援護事業等（214万円）
・障害者地域生活支援事業� ……6,250万円
　��★意思疎通支援事業、理解促進研修・啓発事業、
相談支援事業、日常生活用具給付等事業、移
動支援事業、地域活動支援センター、手話奉
仕員養成研修事業、その他社会参加促進事業
・心身障害児療育事業� ……730万円
　�� ▽あしたば園事業（545万円）  ▽西播磨療
育事業負担金（185万円）
・障がい者虐待防止対策支援事業�……30万円
・障がい者スポーツ普及事業� ……60万円
・障がい者就労施設等支援事業�……35万円
・軽・中度難聴児補聴器購入費等助成事業�……20万円
・障害者総合支援法施行事務費�……166万円
・障害福祉サービス事業所整備事業�……320万円
④高齢者が安心して暮らせる環境をつくる
・高齢者福祉対策事業� ……1,139万円
・介護支援事業� ……923万円
　�� ▽ ヘルプサービス充実事業（287万円）  ▽生
きがいデイサービス事業（439万円） ★介護サ
ービス利用者負担軽減措置事業外（197万円）

・高齢者住宅改造助成事業� ……801万円
・ねたきり老人等対策事業� ……25万円

・老人福祉センター利用促進事業�……74万円
・在宅介護支援センター運営委託事業�……560万円
・ひとり暮らし老人等火災警報器購入助成事業� ……8万円
・敬老長寿ふれあい事業� ……985万円
・高齢者を見守る支えるネットワーク推進事業�……153万円
・介護老人保健施設事業� ……3億2,005万円
・介護保険事業
　保険給付サービス� ……39億6,420万円
　�� ▽介護サービス等（35億2,570万円）  ▽介
護予防サービス等（1億8,410万円）  ▽高額
介護サービス（8,800万円）  ▽特定入所者
介護サービス等（1億6,640万円）
　地域支援事業� ……7,818万円
　�� ▽介護予防事業（852万円）  ▽包括的支援
事業（4,790万円）  ▽任意事業（2,176万円）

　サービス事業� ……2,122万円
⑤社会保障制度を適切に運営する
・被保護者就労支援事業� ……280万円
・生活困窮者自立支援事業� ……432万円
★生活困窮者一時生活支援事業�……42万円
・福祉医療費等助成制度の充実�……4億1,513万円
　�� ▽ 母子家庭等医療費（2,307万円）  ▽乳幼児
等医療費（2億1,942万円） ★高校生等医療費
（351万円）  ▽老人医療費（1,730万円）  ▽重
度障害者医療費（6,047万円）  ▽高齢重度障害
者医療費（8,474万円） ★小児特定疾患医療費
（240万円）  ▽未熟児養育医療費（421万円）
・他公費負担医療費助成事業� ……71万円
⑥お互いが尊重し合えるまちをつくる
・人権啓発事業� ……143万円
・隣保館整備事業� ……45万円

保健・医療サービスを充実する
①生涯にわたる健康づくりを進める
・健康づくりの推進� ……505万円
・予防接種費助成事業� ……911万円
・新型インフルエンザ感染防止対策事業�……[ 再掲80万円 ]
・母子保健対策の推進� ……876万円
　�� ▽子育て応援隊活動事業（102万円）  ▽育
児健康支援事業（221万円）  ▽母子訪問指
導（51万円）  ▽乳幼児健診（420万円）  ▽

むし歯予防対策事業（83万円）
・健康増進事業� ……1億75万円
　�� ▽ 特定保健指導（情報提供、動機づけ支
援、積極的支援に区分して指導・689万
円）  ▽健康診査（生活習慣病健診、女性の
がん検診外・9,276万円）  ▽歯科健診（歯
周病健診・109万円）
・健康診査費等助成事業� ……4,040万円
　�� ▽妊婦健康診査費（3,069万円） ★妊婦歯科健康
診断（102万円）  ▽産婦健康診査費（57万円）  ▽

乳児健康診査費（265万円）  ▽特定不妊治療費
（443万円） ★新生児聴覚検査費（105万円）
・健康管理システム運用経費� ……593万円
・あこう食育推進事業� ……80万円
・国民健康保険税
　★税率等及び課税限度額の改正
　�� ▽医療分・後期高齢者支援金分（負担軽減
を図るため、一般会計から2,600万円繰入
れ）  ▽介護分（負担軽減を図るため、一般
会計から3,800万円繰入れ）
　��★多子世帯に係る均等割額減免制度の創設
　　��▷高校生世代までの子ども3人以上を養育している

世帯について、3人目以降の均等割額を減免する
②安心できる地域医療体制をつくる
・休日急患診療委託料� ……378万円
・西播磨病院群輪番制運営委託事業�……2,009万円

★姫路救命救急センター運営費補助金�……31万円
・市民病院整備事業� ……42億7,164万円
　�� ▽ 第二期基本構想の推進　増築工事外
（34億7,185万円）  ▽施設整備・医療機器
整備（7億9,980万円）

生活の安全・安心を確保する
①災害に強いまちをつくる
・大規模災害対策用消防資材整備事業�……120万円
・西播磨広域防災備蓄物資整備事業�……100万円
・救援物資対策経費� ……50万円
・コミュニティ防災訓練経費� ……48万円
・防災総合訓練経費� ……100万円
・防災意識普及啓発事業� ……21万円
・被災者支援システム運営経費�……23万円
・ひょうご防災ネットシステム運営経費�……145万円
・気象観測システム運営経費� ……91万円
★兵庫県石油コンビナート等総合防災訓練経費�……36万円
・防災ハザードマップ作成事業�……80万円
・耐震改修促進事業� ……495万円
　�� ▽簡易耐震診断  ▽住宅耐震改修助成  ▽防災
ベッド等設置費補助  ▽住宅建替工事費等補助
★耐震改修促進計画見直し事業�……420万円
・新型インフルエンザ感染防止対策事業�……80万円
・河川改修事業� ……750万円
　 ▽中広川河川改修外
・基幹水利施設ストックマネジメント事業�……[ 再掲4,100万円 ]
・農村地域防災減災事業�……[ 再掲6,726万円 ]
・老朽ため池整備事業� ……[ 再掲240万円 ]
・治山事業� ……1,350万円
　 ▽周世地区外
・里山防災林整備事業� ……155万円
　 ▽防災施設整備（有年楢原地区）
・津波・高潮危機管理対策事業�……2,080万円
　 ▽海岸保全施設整備（坂越漁港外）
・急傾斜地崩壊対策事業� ……1,155万円
　 ▽有年横尾地区、目坂地区
・防災行政無線整備事業� ……1,068万円
　 ▽子局整備外
★防災備蓄倉庫整備事業� ……2,440万円
　 ▽各中学校、高雄小学校に設置
・避難所等防災施設整備事業� ……182万円
　�� ▽避難所トイレ対策として各小学校に井
戸の設置
・耐震対策補強事業�……[ 再掲1億4,100万円 ]
・幼稚園舎改築事業�……[ 再掲1億9,610万円 ]
②消防・救急救助体制を充実する
・消防団員安全装備品整備事業�……200万円
・救急業務高度化推進事業� ……906万円
・ＡＥＤ整備事業� ……310万円
・救助用装備整備事業� ……192万円
・消防施設整備事業� ……1億4,062万円
　�� ▽消防ポンプ自動車（第9分団）  ▽水槽付
消防ポンプ自動車（上郡消防署）  ▽消防団
詰所整備（第14分団詰所用地取得外）  ▽小
型動力ポンプ整備事業（高野地区外）、消
火栓設置 ★耐震性防火水槽整備事業
③交通安全・防犯意識を高める
・自主防犯活動推進事業� ……41万円
・暴力団対策事業補助金� ……98万円
・地域サポート安全対策事業� ……150万円
・交通安全施設等整備事業� ……965万円
・公共灯整備事業� ……330万円
④消費生活の安全を守る
・消費者行政活性化事業� ……337万円
・リサイクル運動推進事業�……[再掲48万円］
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施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし

自然と共生する住みよいまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

自然と共生するまちをつくる
①豊かな自然環境を保全する
・環境保全型農業支援事業
� ……[ 再掲64万円 ]
・山地緑化事業� ……1,030万円
　�� ▽造林地保育事業（350万円）  ▽遊歩道
保育事業（200万円）  ▽遊歩道整備事業
（300万円） ★森林造成事業（180万円）
・赤穂ふれあいの森整備事業�……200万円
・環境林整備事業� ……400万円
　 ▽植栽工事（木津・目坂地区）

②さわやかな生活環境を保全する
・環境基本計画推進事業� ……195万円
・公共下水道事業� ……10億2,650万円
　�� ▽汚水管渠整備外（有年土地区画整理
地区 Ａ =0.9ha 外）  ▽ 雨水渠整備外
（野中・砂子土地区画整理地区　Ｌ＝
115ｍ外）  ▽設備更新外（赤穂下水管理
センター脱水機更新工事外）
・特定環境保全公共下水道事業
� ……100万円
　 ▽汚水管渠整備（公共ます改良工事外）
・農業集落排水事業� ……6,050万円
　　平成28年度末水洗化率見込み�98.5％

③地球環境にやさしいまちをつくる
・��住宅用太陽エネルギー利用機器設置補
助事業� ……940万円
・資源ごみ集団回収奨励事業�……760万円
・ごみ減量・資源化推進事業�……89万円
・資源ごみ持ち去り防止対策事業
� ……67万円
・��リサイクル運動推進事業（消費者協会
補助）� ……48万円
・公共灯整備事業� ……[ 再掲280万円 ]
　
魅力ある都市空間を形成する
①快適な住環境をつくる
・公営住宅環境整備事業� ……8,690万円
・密集住宅市街地整備促進事業
� ……[ 再掲8,820万円 ]
・空き家等対策事業� ……1,861万円
　 ▽危険空き家除却費補助外
　★空き家情報システム整備
・上水道の整備� ……9億3,134万円
　�� ▽原水施設＝北野中浄水場第２浄水池
耐震補強外工事外
　�� ▽配水施設＝寿町・元町配水管改良工
事外

②水とみどり豊かな都市環境をつくる
・赤穂城跡公園整備事業� ……5,390万円
・野中・砂子公園整備事業
� ……1億3,301万円
　�� ▽城南緑地野球場整備外
・都市公園整備事業� ……3,380万円
・都市公園安全・安心対策事業

� ……1億8,663万円
・城南緑地施設整備事業� ……300万円

③自然・歴史・文化と調和した景観をつくる
・快適環境推進事業� ……30万円

質の高い都市機能を整備する
①土地の利活用を適正に進める
・都市計画デジタル図管理事業
� ……207万円
・都市計画基礎調査事業� ……100万円
★土地利用計画変更事業� ……500万円
・まちづくり支援事業� ……40万円
・地籍調査事業� ……1,230万円
　�� ▽有年原地区外

②良好な市街地の整備を進める
・土地区画整理事業� ……5億7,353万円
　�� ▽ 有年地区（55.0ha　区画道路築造工
事外＝3億2,960万円）  ▽ 野中 ･ 砂子
地区（45.2ha　組合補助金＝2億393万
円）  ▽浜市地区（22.2ha　市助成金＝
4,000万円）
・坂越駅周辺地区都市再生整備事業
� ……2億940万円
　 ▽区画道路整備外
・有年駅周辺地区都市再生整備事業
� ……3億1,760万円
・密集住宅市街地整備促進事業
� ……8,820万円
　�� ▽尾崎地区（27.5ha　物件補償外）

平成28年度末見込み（生活排水対策事
業すべてを含む）
併用面積　1,525.3ha�人口普及率　99.6％
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塩
屋
西
団
地
の
施
設
整
備
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
空
き
家
等
の
適

正
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
ほ

か
、
新
た
に
空
き
家
情
報
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
、
空
き
家
対
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
赤

穂
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ

き
、
管
路
の
改
良
や
配
水
池
等

の
配
水
設
備
の
更
新
、
北
野
中

浄
水
場
浄
水
池
の
耐
震
補
強
や

取
水
ポ
ン
プ
の
更
新
な
ど
、
安

全
で
良
質
な
水
の
安
定
供
給
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、「
旧
赤

穂
上
水
道
完
成
４
０
０
年
記
念

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
啓
発

事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
都
市
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
赤
穂
城
跡
公
園
に
お
い
て

二
之
丸
庭
園
の
整
備
を
進
め
る

ほ
か
、
野
中
・
砂
子
公
園
の
整

備
、
赤
穂
城
南
緑
地
に
お
い
て

野
球
場
の
整
備
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
、

ま
た
、
新
た
に
赤
穂
ピ
ク
ニ
ッ

ク
公
園
で
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
特

別
指
定
区
域
制
度
の
活
用
に
係

る
資
料
作
成
と
同
時
に
、
用
途

地
域
の
見
直
し
を
行
う
土
地
利

用
計
画
変
更
事
業
を
実
施
し 

ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
有
年
地
区
、
野
中
・
砂

子
地
区
及
び
浜
市
地
区
に
お
い

て
、
区
画
道
路
築
造
工
事
な
ど

事
業
の
進
捗
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
坂
越
駅
及
び
Ｊ

Ｒ
有
年
駅
周
辺
に
お
い
て
は
、

道
路
整
備
工
事
や
公
園
整
備
工

事
な
ど
、
都
市
再
生
整
備
事
業

を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　　
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

場
を
確
保
す
る
た
め
、
緑
地
面

積
率
等
の
緩
和
制
度
を
活
用
し

た
市
内
企
業
の
設
備
投
資
の
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に

企
業
の
本
社
機
能
立
地
支
援
の

ほ
か
、
工
場
立
地
促
進
条
例
に

基
づ
く
立
地
企
業
へ
の
支
援
な

ど
に
よ
っ
て
、
企
業
誘
致
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を
継
続
実
施
す

る
と
と
も
に
、「
新
規
学
卒
者
雇

用
奨
励
金
交
付
事
業
」を
創
設

す
る
な
ど
、
市
内
産
業
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

　
商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
中

心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
議
所
等
と
連
携

し
て
、
新
た
に「
ご
当
地
グ
ル

メ
開
発
推
進
事
業
」や「
シ
ェ
フ

＆
パ
テ
ィ
シ
エ
応
援
事
業
」へ

の
助
成
を
行
う
な
ど
、
商
業
の

活
性
化
を
図
り
地
域
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
地
場
産
品
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
稲
作
体
験
農
園
の
設
置
な

ど
の
ほ
か
、
地
場
産
品
の
販
売

加
工
施
設
の
整
備
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を

創
設
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
赤

穂
緞
通
を
伝
承
す
る
た
め
の
活

動
を
引
き
続
き
支
援
す
る
ほ

か
、
新
た
に
赤
穂
ブ
ラ
ン
ド
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

を
行
う
な
ど
、
赤
穂
ブ
ラ
ン
ド

の
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農

地
流
動
化
を
促
進
し
な
が
ら
、

新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
等

の
担
い
手
の
確
保
に
努
め
る
な

ど
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」に
則
っ

た
地
域
農
業
の
活
性
化
を
推
進

す
る
ほ
か
、
農
業
経
営
者
の
育

成
、
経
営
所
得
安
定
対
策
制
度

の
円
滑
な
実
施
に
努
め
る
と
と

も
に
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
住

民
に
よ
る
農
地
や
用
水
路
な
ど

の
農
業
基
盤
の
維
持
管
理
や
農

村
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

農
地
・
水
保
全
管
理
事
業
に
よ

り
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
は
、
猟
友
会
と
の
連
携
に

よ
る
鹿
や
猪
等
の
野
生
動
物
の

捕
獲
駆
除
の
ほ
か
、
鳥
獣
被
害

防
護
柵
設
置
費
に
対
す
る
支

援
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し 

ま
す
。

　
施
設
整
備
と
し
て
は
、
農
業

用
施
設
の
防
災
減
災
対
策
と
し

て
た
め
池
な
ど
の
総
合
整
備
を

実
施
す
る
ほ
か
、
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
中
山
頭
首
工

や
赤
穂
用
水
な
ど
の
基
幹
水
利

施
設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
林

野
火
災
で
失
っ
た
森
林
の
機
能

を
回
復
さ
せ
る
た
め
補
植
を
行

う
ほ
か
、
遊
歩
道
の
整
備
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　
水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁

業
振
興
安
定
対
策
と
し
て
、
漁

業
共
済
掛
金
助
成
の
ほ
か
、
坂

越
漁
港
や
福
浦
漁
港
の
施
設
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
３
カ
年
の
新
赤

質
の
高
い
都
市
機
能
の

整
備

産
業
と
交
流
が

盛
ん
な
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

第
３
の
柱

活
力
あ
る
産
業
の
形
成
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穂
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
観
光
協
会
や
Ｊ

Ｒ
、
関
係
団
体
、
近
隣
市
町
と

も
連
携
し
て
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や
旧

赤
穂
上
水
道
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

実
施
す
る
ほ
か
、
義
士
祭
に
つ

い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一

体
と
な
っ
て
観
光
客
の
誘
致
に

努
め
ま
す
。

　
な
お
、
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
を

東
京
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と

と
し
、
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
自
治

体
と
協
力
し
て「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
」の
誘
致
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
就
労
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保

事
業
へ
の
助
成
な
ど
を
行
い
、

勤
労
者
福
祉
の
増
進
に
努
め 

ま
す
。

産業と交流が盛んな活力のあるまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

活力ある産業を形成する
①地域産業を振興する
・産業活性化支援事業� ……1,975万円
　 ▽住宅リフォーム助成　150件
・新規学卒者雇用奨励金交付事業
� ……604万円
　�� ▽新規学卒者の正規雇用1人あたり12
万円を支給
・企業誘致促進事業� ……115万円
・工場立地促進奨励金交付事業
� ……1,771万円
　�� ▽雇用・工場設置奨励金（1,671万円）
　★オフィス等賃料補助（100万円）
②商業の振興を図る
・商店街振興対策事業� ……119万円
・中心市街地にぎわいづくり事業
� ……720万円
　�� ▽加里屋さんもく楽市事業補助  ▽赤
穂情報物産館開設事業補助外  ▽市街
地にぎわいづくり助成事業補助 ★ご
当地グルメ開発推進事業補助 ★シェ
フ＆パティシエ応援事業補助
・商業活性化対策事業� ……100万円
・中小企業振興事業補助金� ……333万円
・中小企業経営安定資金融資預託金
� ……3億3,000万円
・中小企業経営安定資金利子補給
� ……100万円
・��中小企業経営安定資金融資信用保証料
助成� ……450万円

③地場産品を使った赤穂の魅力を創出する
・地産地消推進事業� ……140万円
・地場産業育成事業� ……70万円
★農林水産物直売所設置支援事業
� ……177万円
★赤穂ブランド推進事業� ……40万円
④農業・漁業を活性化する
・水田利用振興事業� ……748万円
・野生動物対策事業� ……1,615万円
・環境保全型農業支援事業� ……64万円
・人・農地問題対策支援事業�……834万円
・経営体育成支援事業� ……300万円
・新規就農総合支援事業� ……525万円
・農村地域活性化推進事業� ……100万円
・農地現状調査事業� ……443万円

・農地・水保全管理事業� ……4,615万円
・漁業振興安定対策事業� ……576万円
・土地改良事業補助� ……4,050万円
・農業用施設整備事業� ……1,801万円
・基幹水利施設ストックマネジメント事業
� ……4,100万円
・農村地域防災減災事業� ……6,726万円
・高野排水機場整備事業� ……147万円
・土地改良施設維持管理適正化事業
� ……133万円
　★土地改良事業団体連合会負担金外
・漁港整備事業� ……850万円
　�� ▽施設整備（坂越地区400万円）  ▽簡易
係留施設整備（福浦地区450万円）
⑤観光の振興を図る
・義士祭奉賛会補助金� ……2,450万円
　�� ▽義士祭前夜祭事業（84万円）  ▽忠臣
蔵交流物産市（270万円）  ▽義士祭宣伝
事業外（996万円）  ▽ 義士祭パレード
等事業（570万円）  ▽義士祭観覧席設置
事業（230万円）  ▽忠臣蔵ウイーク事業
（300万円）
・入湯税引当観光振興事業補助金
� ……2,142万円
・観光アクションプログラム推進事業
� ……1,626万円
　�� ▽観光キャンペーン事業（213万円） ★
観光協会事業補助（788万円）  ▽観光イ
ベント等補助（374万円）  ▽観光ボラン
ティアガイド育成事業（15万円） ★観光
客おもてなし事業（120万円）  ▽広域観
光推進事業（66万円）  ▽ＪＲ赤穂線沿線
地域活性化連絡会議負担金（50万円）

・観光施設整備事業� ……1,720万円
⑥就労環境を充実する
・高年齢者就業機会確保事業
� ……1,080万円
　★シルバー人材センター補助外
・雇用促進セミナー等事業� ……34万円
・勤労者住宅資金融資預託金
� ……4,000万円

多様な交流を推進する
①近隣市町村との広域連携を進める
・定住自立圏構想推進経費� ……520万円

②特色ある地域間交流を進める
・義士親善友好都市交流事業�……501万円
　 ▽忠臣蔵サミット実行委員会補助金外
・文化交流事業� ……66万円
　★地域間文化交流事業（山鹿市外）
③国際理解を深める
・国際交流推進事業� ……38万円
・グローバル化教育推進事業
� ……2,500万円
　�� ▽ロッキングハム市への中学生、中学
校教員の派遣・交流  ▽外国人講師に
よる英語教育（小学校１名、中学校２
名）  ▽国際理解サポーターの配置  ▽

ロッキングハム市 小学生作品交流 
　★アートマイル推進事業
④定住を促進する
・定住支援推進事業� ……5,060万円
　�� ▽転入者定住支援金  ▽新婚世帯家賃助成
　�� ▽若者世帯住宅取得支援金 ★お試し
暮らし住宅事業外
・東京あこうのつどい開催経費
� ……235万円

交流基盤を整備する
①公共交通の利便性を確保する
★市内循環バス運行事業� ……1,270万円
★デマンドタクシー運行事業�……910万円
　�� ▽ 予約型乗合タクシー運行補助金外
（有年地区）
②利便性の高い道路網を構築する　
・都市計画道路変更事業� ……210万円
・都市計画街路事業� ……2億4,990万円
・生活道路整備� ……5億2,990万円

地域情報化を推進する
①地域情報化を推進する
・高度情報化推進事業�……1億2,720万円
・事務改善経費� ……2,280万円
・戸籍事務電算化事業� ……2,910万円
・市例規集情報化推進事業� ……794万円
・情報教育推進事業� ……7,788万円
・図書館情報化システム事業
� ……1,530万円
・議会情報化推進事業� ……340万円
・情報基盤整備事業� ……4,400万円

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
東

備
西
播
定
住
自
立
圏
形
成
推
進

協
議
会
を
は
じ
め
、
西
播
磨
市

町
長
会
、
兵
庫
・
岡
山
両
県
境

隣
接
市
町
村
地
域
振
興
協
議
会

の
ほ
か
、
新
た
に
姫
路
市
を
中

心
と
す
る
播
磨
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
な
ど
を
通
じ
て
、
近
隣

市
町
村
と
の
連
携
を
推
進
し 

ま
す
。

　
地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、

笠
間
市
及
び
山
鹿
市
と
の
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を
通

じ
た
姉
妹
都
市
交
流
を
は
じ

め
、
全
国
の
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の

自
治
体
と
の
交
流
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

　
国
際
理
解
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
の
一

環
と
し
て
、
国
際
交
流
協
会
と

連
携
し
て
ロ
ッ
キ
ン
グ
ハ
ム
市

と
の
姉
妹
都
市
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
連
携
し

た
国
際
理
解
教
育
や
国
際
理
解

サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
を
継
続
実

施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
ア
ー
ト

マ
イ
ル
推
進
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
の
国
際
化
に
努
め

ま
す
。

　
定
住
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
事
業
」を

創
設
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
若

者
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事
業
や

新
婚
世
帯
に
対
す
る
賃
貸
住
宅

家
賃
の
一
部
助
成
、
転
入
者
定

住
支
援
金
の
交
付
に
よ
り
、
本

市
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
と

市
内
経
済
の
活
性
化
に
努
め 

ま
す
。

　
公
共
交
通
の
確
保
と
利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
は
、
市
内
循

環
バ
ス「
ゆ
ら
の
す
け
」の
運
行

を
拡
充
す
る
ほ
か
、
新
た
に
有

年
地
区
に
お
い
て
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
運
行
す
る
と
と
も

に
、
路
線
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
交
通
体

系
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

　
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
磯
浜
橋
歩
道
橋
の
新
設
や

塩
屋
野
中
線
道
路
改
良
工
事
の

実
施
設
計
の
ほ
か
、
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
新

赤
穂
大
橋
の
修
繕
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
と
し

て
は
、
赤
穂
大
橋
線
に
係
る
用

地
買
収
や
物
件
移
転
補
償
な
ど

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
２
号
バ
イ
パ
ス

部
分
の
早
期
整
備
及
び
国
道

２
５
０
号
の
改
良
工
事
に
つ
い

て
、
国
、
県
に
引
き
続
き
要
請

し
、事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
行
政
事
務
の
情
報
化
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
」が
平
成
27
年
10
月
か
ら
市

民
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
個
人
情
報
の
よ
り
適
正
な

取
り
扱
い
に
よ
る
行
政
事
務
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
国

と
地
方
団
体
と
の
連
携
に
よ
る

強
靭
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

行
う
な
ど
、
個
人
情
報
保
護
対

策
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
情
報

教
育
を
推
進
し
、
授
業
の
活
性

化
や
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
振
興
基
本
計
画（
赤
穂

教
育
プ
ラ
ン
）に
基
づ
き
、「
夢
を

育
む
教
育
」の
創
造
を
目
指
し
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。

　
幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
幼
児
を
持
つ
家
庭
や
地

域
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
幼
児
の「
生
き
る
力
」の
基

礎
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り
の
発

達
や
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
義
務
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
研
修
会
等
を
通
し
た
教
職

員
の
資
質
と
指
導
力
の
向
上
を

図
り
、
基
礎
的
・
基
本
的
内
容

を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
な
ど
、

学
力
向
上
を
目
指
す
教
育
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
体
験
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
勤

労
観
・
職
業
観
を
醸
成
し
、
将

来
へ
の
夢
や
希
望
を
育
む
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
に
取
り
組
む

ほ
か
、
人
権
教
育
・
道
徳
教
育

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

救
急
救
命
や
防
災
教
育
な
ど
を

通
じ
て
命
を
大
切
に
す
る
教
育

を
進
め
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
自
主
的
・
主
体

的
な
取
組
を
支
援
す
る
施
策
と

し
て
は
、
中
学
校
生
徒
会
を
中

心
と
す
る
生
徒
交
流
会
の
実
施

や
、
児
童
生
徒
交
流
大
会
の
開

催
を
通
し
て
、
各
学
校
の
取
組

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学

習
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

学
習
支
援
教
員
を
配
置
し
、
個

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
特
別
支
援
教
育
指
導

補
助
員
の
活
用
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
用
い
た
体
験
的
な
授
業
づ
く

り
の
実
践
な
ど
、
障
が
い
の
特

性
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
園
づ
く
り
と
し
て
は
、
コ

多
様
な
交
流
の
推
進

交
流
基
盤
の
整
備

地
域
情
報
化
の
推
進

生
涯
に
わ
た
り

夢
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

第
４
の
柱

教
育
環
境
の
整
備
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
、「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」推
進
事
業
、
環
境
体
験
事
業

や
中
学
生
地
域
貢
献
活
動
推
進

事
業
な
ど
を
通
し
て
地
域
と
の

絆
を
深
め
、
地
域
と
連
携
し
た

学
校
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
の
確
保
及
び
若

い
力
の
健
全
育
成
と
し
て
は
、

青
少
年
育
成
推
進
委
員
や
学
校

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
連
携
す
る

と
と
も
に
、
関
西
福
祉
大
学
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や「
こ
こ
ろ
の
教

室
相
談
員
」の
配
置
に
よ
る
教
育

相
談
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
施
設
整
備
と
し
て
は
、
赤
穂

小
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
を

実
施
し
、
教
育
環
境
の
向
上
を

図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
赤
穂
幼

稚
園
な
ど
３
幼
稚
園
に
お
い
て

園
舎
改
築
工
事
を
行
い
、
大
規

模
地
震
へ
の
備
え
を
着
実
に
推

進
し
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
や
各
地
区
公
民

館
を
拠
点
と
し
て
、
体
系
的
な

生
涯
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い

く
た
め
、
子
ど
も
教
室
な
ど
の

各
種
講
座
を
引
き
続
き
開
催
す

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進

生涯にわたり夢を育むまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

教育環境を整える
①幼児・義務教育を充実する
・新教育課程研究推進事業外�……153万円
・教育研究所経費� ……180万円
・コミュニティ・スクール推進事業
� ……49万円
・命を守る教育推進事業� ……47万円
・キャリア教育推進事業� ……150万円
・子どものちから応援事業� ……121万円
・心いきいき推進事業� ……984万円
★児童生徒交流会推進事業� ……182万円
・基礎学力向上推進事業� ……18万円
・グローバル化教育推進事業
� ……［再掲2,500万円］
・コンピュータＣＡＩ研究奨励事業
� ……221万円
・地域サポート安全対策事業
� ……[ 再掲150万円 ]
★学習支援教員配置事業� ……275万円
・情報教育推進事業�……［再掲7,788万円］
・読書指導の振興と図書整備事業
� ……502万円
・新学習指導要領対応教材整備事業
� ……454万円
・幼稚園預かり保育事業� ……4,500万円
・幼稚園未就園児保育事業� ……46万円
★３歳児保育調査研究事業� ……30万円
・放課後子ども教室推進事業�……237万円
・多子世帯保育料軽減事業� ……15万円
・学校給食モニタリング事業�……23万円
・学校給食標語コンテスト開催経費
� ……20万円
★防虫対策事業� ……50万円
★食中毒対策事業� ……25万円
・デジタルテレビ整備事業� ……785万円
・大規模改造事業� ……1億8,930万円
・坂越中学校整備事業� ……2,239万円
・幼稚園舎改築事業� ……1億9,610万円
・給食センター整備事業� ……2,150万円

②特別支援教育を充実する
・特別支援教育推進事業� ……2,035万円
　�� ▽ 特別支援教育指導補助員配置事
業  ▽特別支援教育振興事業  ▽特別支

援教育ＩＣＴ推進事業
・特別支援教育事業（8幼稚園）
� ……2,200万円

③信頼される学校園づくりを進める
・教育委員会だより発行事業�……29万円
・「トライやる・ウィーク」推進事業
� ……352万円
・環境体験事業� ……175万円
・中学生地域貢献活動推進事業�……40万円

④若い力を健全に育成する
・青少年健全育成推進事業� ……196万円

生涯学習・スポーツ活動を推進する
①生涯学習を充実する
・生涯学習推進専門員設置事業（1名）
� ……186万円
・子育て学習活動推進事業� ……448万円
　�� ▽地域の子育て家庭に対する育児支援
（子育て講座外）
★まちの先生活用事業� ……30万円
・公民館活動の充実� ……750万円
・高齢者にやさしい公民館づくり事業
� ……100万円
・図書館事業の普及� ……3,404万円
・公民館整備事業� ……1,680万円
・市民会館整備事業� ……910万円
・耐震対策補強事業� ……1億1,500万円
　★市民会館 耐震対策補強工事

②スポーツ活動を推進する
・��市民総合体育館及び城南緑地運動施設
等管理委託金� ……6,780万円
・体育振興事業（体育協会補助金外）
� ……350万円
・スポーツ先進都市推進事業�……310万円
・忠臣蔵旗少年剣道大会（第28回）
� ……230万円
・近畿高等学校剣道選抜大会（第10回）
� ……100万円
・赤穂義士杯青少年柔道大会（第10回）
� ……100万円

・��赤穂義士旗争奪親善ゲートボール大会
（第21回）� ……5万円
・坂越湾ヨットレース（第7回）�……10万円
・赤穂シティマラソン大会開催経費（第6回）
� ……1,800万円
・��赤穂市長旗争奪少年野球大会開催経費
（第3回）� ……25万円
・体育施設整備事業� ……1,834万円
・野外活動センター整備事業�……210万円
★耐震対策補強事業� ……2,600万円
　�� ▽市民総合体育館 非構造部材耐震対
策実施設計外
　�� ▽地区体育館 非構造部材耐震対策工事

個性ある地域文化を創造する
①歴史・伝統文化を継承し活用する
・地域文化財調査事業� ……1,170万円
　★歴史文化基本構想策定経費外
・市史等編さん事業� ……336万円
・文化財保存顕彰事業� ……20万円
・文化財普及活用事業� ……195万円
・文化財公開活用事業� ……440万円
・赤穂城跡整備事業� ……3,250万円
・赤穂城跡公園整備事業
� ……［再掲5,390万円］
・埋蔵文化財調査事業� ……778万円
・文化財施設整備事業� ……1,370万円
　★旧赤穂上水道説明板整備外
・民俗資料館整備事業� ……500万円
・歴史博物館整備事業� ……340万円
・海洋科学館整備事業� ……1,780万円
・田淵記念館整備事業� ……325万円

②文化芸術活動を推進する
・��文化会館自主事業助成（文化とみどり
財団補助）� ……2,323万円
・赤穂国際音楽祭開催事業� ……700万円
・文化会館整備事業� ……970万円

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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る
ほ
か
、「
ま
ち
の
先
生
」と
し

て
登
録
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
生

涯
学
習
の
指
導
者
に
、
広
く
活

躍
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
ま
す
。

　
施
設
整
備
と
し
て
は
、
市
民

会
館
耐
震
対
策
補
強
工
事
の
ほ

か
、
尾
崎
公
民
館
講
堂
の
空
調

設
備
改
修
工
事
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　
子
育
て
学
習
活
動
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
悩
み
相

談
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
育
成

に
努
め
る
ほ
か
、
各
地
区
公
民

館
で
の
子
育
て
出
前
講
座
を
継

続
実
施
し
ま
す
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ

い
て
、
絵
本
講
座
や
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
な
ど
の
読
書
活
動

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
子

ど
も
の
読
書
環
境
の
整
備
に
努

め
る
ほ
か
、
ブ
ッ
ク
宅
配
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
実
施
や
電
子
書
籍

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

を
契
機
に
、
新
た
に
整
備
し
た

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
を
は
じ
め
、
恵
ま
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
最
大
限
に
活

か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
に
基
づ
く
事
業
を
効
率

的
・
効
果
的
に
実
施
し
、ス
ポ
ー

ツ
先
進
都
市
の
実
現
を
目
指
し

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
機
会

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
体
育
協
会
や
関
係
ス

ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
市
民
総
合
体
育
祭
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
な
ど
を
支
援
す
る
ほ

か
、地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

交
流
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
市
長
旗
争
奪
少
年
野
球
大

会
や
忠
臣
蔵
旗
少
年
剣
道
大

会
、
赤
穂
義
士
杯
青
少
年
柔
道

大
会
な
ど
を
継
続
実
施
す
る
ほ

か
、
赤
穂
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
や
坂
越
湾
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
、

義
士
旗
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
な
ど
の
広
域
大
会
の
開
催
を

通
じ
て
、
赤
穂
の
魅
力
と
活
気

あ
ふ
れ
る
忠
臣
蔵
の
ふ
る
さ
と

播
州
赤
穂
を
全
国
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
施
設
整
備
と
し
て
は
、
市
民

総
合
体
育
館
な
ど
の
備
品
整
備

の
ほ
か
、
地
区
体
育
館
９
館
の

非
構
造
部
材
耐
震
化
工
事
や
市

民
総
合
体
育
館
の
非
構
造
部
材

耐
震
化
に
係
る
調
査
及
び
実
施

設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
歴
史
資
源
の
保
全
・
整
備
に

つ
い
て
は
、
文
化
財
保
存
整
備

事
業
と
し
て
、
引
き
続
き
赤
穂

城
跡
の
二
之
丸
石
垣
の
整
備
な

ど
を
進
め
る
ほ
か
、
文
化
財
施

設
整
備
と
し
て
、
旧
赤
穂
上
水

道
の
説
明
板
を
設
置
し
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い

て
は
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

の
ほ
か
、
有
年
考
古
館
に
お
い

て
引
き
続
き
特
別
展
や
企
画
展

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
に

着
手
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
公

開
と
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
文
化
会
館
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
広
く
利
用
さ

れ
る
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
鑑
賞
事
業
と
し
て
は
、
能
や

松
竹
大
歌
舞
伎
な
ど
を
開
催
す

る
ほ
か
、
市
民
参
加
型
事
業
と

し
て
、
吹
奏
楽
・
金
管
バ
ン
ド

の
祭
典
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合

唱
の
楽
し
み
２
０
１
６
な
ど
の

実
施
、
ま
た
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
教
室
や
吹
奏

楽
教
室
を
引
き
続
き
開
催
し 

ま
す
。

　
な
お
、
文
化
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
市
民
文
化
祭
や
美
術

展
、
観
月
会
な
ど
を
開
催
す
る

ほ
か
、
児
童
合
唱
団
、
勤
労
者

芸
術
文
化
振
興
事
業
な
ど
の
市

民
の
芸
術
文
化
活
動
に
対
し
て

引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

　　
近
年
、
市
民
の
市
政
へ
の
関

心
が
高
く
な
っ
て
い
る
中
、
市

民
と
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
企

業
や
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大

学
等
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
政
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
、
個
人
情
報

個
性
あ
る
地
域
文
化
の

創
造

市
民
と
行
政
が

と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り

第
５
の
柱

市
民
と
の
協
働
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保
護
条
例
や
情
報
公
開
条
例
の

適
正
な
運
用
に
努
め
る
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
媒
体
の
有
効
活
用
を
図

り
、
情
報
の
共
有
化
を
深
め
る

と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
制
度
や
審
議
会
等
の
委
員

の
市
民
公
募
な
ど
、
市
民
参
加

の
機
会
を
引
き
続
き
設
け
ま
す
。

　
行
政
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
広
報
あ
こ
う
及
び
早
か
ご

セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
新
た
に
動

画
配
信
に
よ
る
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
広
報

活
動
を
行
う
ほ
か
、
開
か
れ
た

市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
市
長

や
職
員
が
率
先
し
て
地
域
に
出

向
い
て
直
接
市
民
の
皆
さ
ま
と

対
話
す
る「
ま
ち
づ
く
り
市
長

懇
談
会
」を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
条
例
や
第
２
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
全
庁
的
な
取
組
を
総
合
的

に
展
開
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
個
性
を
活
か
し
た

「
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
実
現
に
向
け
、
各
地
区
で
の

住
民
に
よ
る
自
発
的
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
引
き
続
き
支
援
し

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

多
様
化
・
高
度
化
し
、
増
大
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

行
動
力
を
身
に
つ
け
、
地
域
の

諸
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
行

政
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
の
財
政
環
境
は
、

基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
危
機

管
理
能
力
や
コ
ス
ト
意
識
と
経

営
感
覚
を
身
に
つ
け
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
職
員
の
能
力
と

業
績
を
重
視
し
た
人
事
評
価
制

度
を
推
進
し
、
人
材
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
職
員
研
修
の

充
実
に
よ
り
職
員
の
資
質
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
色
あ
る
地
方
創

生
を
目
指
し「
赤
穂
市
総
合
戦

略
」を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、
一
部
の
組
織
機

構
を
見
直
し
、
新
た
な
行
政
課

題
に
も
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
料
、
手
数
料
等

に
つ
い
て
は
、
消
費
税
率
の
引

上
げ
や
現
行
料
金
制
定
以
来
８

年
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
負
担
の
均
衡
に

つ
い
て
審
議
会
に
諮
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
厳
し
い

行
財
政
環
境
が
続
く
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
が
、〝
将
来
に
向
け

て
責
任
あ
る
行
政
を
〟と
い
う

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て「
元

気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」を

目
指
し
て
全
身
全
霊
で
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
格
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

健
全
で
効
率
的
な
行
財

政
運
営

市民と行政がともに歩むまち ★印＝新規（拡充）事業（１万円未満四捨五入）

市民との協働を推進する
①開かれた市政を推進する
・高等教育機関連携推進事業
� ……20万円

②市民と行政の情報共有化を進める
★広報の充実� ……1,173万円
　 ▽動画配信用機材整備外
・情報公開・個人情報保護推進経費
� ……95万円
・ホームページ運営経費�……500万円
・窓口発ふるさと赤穂ＰＲ事業
� ……40万円

③男女共同参画社会を築く
・男女共同参画社会づくり推進事業
� ……208万円

多様なコミュニティ活動を活性化する
①多様なコミュニティ活動を活性化する
・まちづくり振興協会補助金
� ……2,678万円
・地区まちづくり支援事業�……778万円
・集会施設設置事業� ……336万円
・コミュニティセンター等整備事業
� ……35万円

健全で効率的な行財政運営を行う
①健全で効率的な行財政運営を行う
・高度情報化推進事業
� ……［再掲1億2,720万円］
・事務改善経費�……［再掲2,280万円］

・戸籍事務電算化事業
� ……［再掲2,910円］
★個人番号カード交付事業�……936万円
・市例規集情報化推進事業
� ……［再掲794万円］
・情報基盤整備事業
� ……［再掲4,400万円］
・固定資産評価資料作成事業
� ……3,700万円
・徴収対策事業� ……1,700万円
　�� ▽市税等クレジット収納導入経費外
・入札事務改善経費� ……74万円
★使用料・手数料等審議会開催経費
� ……73万円
・行政評価推進事業� ……34万円
・指定管理者選定委員会開催経費
� ……10万円
★ふるさとづくり寄付金推進事業
� ……203万円
　�� ▽寄付者へ贈呈する特産品の充実
・公共施設等総合管理計画策定事業
� ……895万円
　�� ▽固定資産台帳システム導入経費外
★総合戦略推進事業� ……22万円
★市議会議員選挙� ……1,300万円
　�� ▽平成29年４月８日　任期満了
★参議院議員選挙� ……2,200万円
　�� ▽平成28年７月25日　任期満了
★赤穂土地改良区総代選挙�……111万円
　 ▽平成28年12月16日　任期満了
★��兵庫県瀬戸内海海区漁業調整委員
会委員選挙� ……160万円
　 ▽平成28年8月7日　任期満了

施政方針にみる
新年度の主要施策と予算のあらまし
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赤穂ブランド推進事業
事業費� 40万円
　一般財源� 40万円

事業費� 5,051万円
　一般財源ほか� 5,051万円

中学生第３子手当支給事業
事業費� 305万円
　一般財源� 305万円

乳幼児一時預かり事業
事業費� 560万円
　国庫支出金� 53万円
　県支出金� 53万円
　一般財源ほか� 454万円

事業費� 410万円
　一般財源� 410万円

都市再生整備事業
事業費� 5億2,700万円
　国庫支出金�1億7,146万円
　市債� 3億1,460万円
　一般財源� 4,094万円

播磨圏域連携中枢都市圏形成

防災備蓄倉庫整備

事業費� 1,918万円
　一般財源ほか� 1,918万円

事業費� 2,440万円
　国庫支出金� 720万円
　県支出金� 640万円
　一般財源� 1,080万円

定住支援推進事業

観光協会事業補助

写真で見る予算

　塩を活かした商品の開発や農林水産物のブランド化を推進
し、地域産業の競争力の強化に取り組みます。

　家庭での保育が一時的に困難となった乳幼児を預かる乳幼児
一時預かりを赤穂すこやかセンターで実施し、子育て世代の育
児に対する心理的・身体的負担の軽減を図ります。

　新婚世帯への家賃助成や転入世帯・若者世帯への住宅取得支
援を継続するとともに、新たにお試し暮らし住宅事業や移住体
験バスツアーを実施し、さらなる定住促進に取り組みます。

　ＪＲ坂越駅及びＪＲ有年駅周辺における道路整備や公園整備
を継続実施し、駅周辺の賑わいの再生と歴史・文化遺産と共生
した安全・安心な都市の構築を推進します。

　赤穂観光協会と連携し、観光ＰＲ活動や旧赤穂上水道をめぐ
るウォーキングイベント等の実施、外国人観光客の誘客促進へ
の対応など観光資源の有効活用を図ります。

　姫路市を中心とする播磨圏域８市８町による『連携中枢都市
圏ビジョン』に基づいて、定住相談会の合同実施や高校野球親
善試合などの連携事業を推進します。

　第３子以降の中学生の児童手当に月額５千円を上乗せして支
給することにより、多子世帯の経済的負担の軽減を図ります。

　災害時に避難所となる小・中学校などに新たに防災備蓄倉庫
を整備し、防災施設の充実強化に努めます。

総合戦略推進事業


